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～職業体験週間引き継ぎ会が行われました～ 

９月 19日(金)に１・２年生の「職業体験週間引き継ぎ会」が行われました。各実習先のグルー

プに分かれ、仕事内容や実習で気をつけることなどを 2年生から 1年生へ伝えてもらいました。

先輩としてどんなことを１年生に伝えた方が良いかを考え、工夫したことが伝わってくる説明でし

た。１年生にとっては、職業体験週間の前に先輩の実体験を聞いたり、気になることを質問したり

と現場実習のイメージを具体的に持つことができる機会となりました。 

 

～ 後期職業体験週間 ～ 

１年生 後期職業体験週間  

11 月 10 日（月）から 11 月 14 日（金）の 5 日間、13 の事業所で実習を行いました。事前

学習では名刺交換の練習や、実習させていただく事業所について調べ、準備を整えました。初め

ての校外実習ということで緊張した表情で初日を迎える人がほとんどでしたが、それぞれの場所

で様々な仕事を体験させていただき、「働くこと」の大変さや楽しさを知ることができました。今後

も実習で学んだことを活かし、学校生活で色々なことに自分の課題にチャレンジ、進路実現に向か

っていきましょう。 

（第 3号） ～働き続ける人になるために～ 



 

２年生 後期職業体験週間  

２年生の職業体験週間の校外実習は３回目となりますが、今回も、新たに出来るようになったこ

とが増えたり、これまで気づかなかった課題が見えてきたり、それぞれに発見のあった実習になっ

たのではないでしょうか。良かったことや出来るようになったことはこのまま継続して取り組み、課

題についてはどのように克服するかを考え、３年生での実習に向けて、日々、学校生活で意識して

取り組んでいきましょう。 

職業体験週間 振返り会より 

実習先の方からはポジティブな感想を多くいただいた一方で、勤務態度、報告・連絡・相談する

こと、またそのタイミングや声の大きさ、作業を続けるための体力や集中力の大切さなど、他にも

様々なアドバイスをいただきました。改めて自分自身の日々の生活態度や学校での過ごし方を振

り返ってみてください。日々の積み重ねが、将来の「働き続ける人」につながります。実習の時だけ

頑張るのではなく、日々の学校生活から改善できるところを見つけ、課題克服に努めましょう。 

 

～「進路ワークショップ」が開催されました！～ 

10月２４日（金）に、進路先で頑張っている卒業生から話を聞く「進路ワークショップ」が行わ

れました。４事業所から４名の卒業生と事業所の方々にお越しいただきました。 

各事業所についての紹介や、仕事内容、働いてから気づいたこと、自分が働く上で大切にして

いること、働く上でどんな力が必要かなどをスライドを用いてわかりやすく話してくれました。発表

後の質疑応答では、実際に働くことと実習で働くことの違い、お給料の管理方法など、生徒から

様々な質問が出て、卒業生も和やかな雰囲気で答えてくれました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

各事業所の方および卒業生 

 
〇シオノギスマイルハート株式会社 
クリーンサポート事業部グループ長、従業員（卒業生） 

 
〇モロゾフ株式会社 
経営統括本部人事総務部、従業員（卒業生） 

 
〇医療法人尚和会 宝塚第一病院 
人材開発部課長、従業員（卒業生） 

 
〇社会福祉法人円勝会 特別養護老人ホーム 
  第２シルバーコースト甲子園 
施設長、課長、従業員（卒業生） 


